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三保

清水

燃えた!!　それぞれの「４１」



　
「
元
気
な
山
北
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け

て
、「
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」「
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

「
子
育
て
支
援
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

「
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」「
教
育
環

境
の
充
実
し
た
ま
つ
づ
く
り
の
推
進
」「
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」の
７
つ
の
重
点
施
策
を
展
開

　
平
成
24
年
度
の
歳
入
・
歳
出
決
算
が
、
９
月
13

日
の
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
歳
出
の
決
算

額
は
、一般
会
計
・
10
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
て
83
億
９
，
１
３
２
万
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
１
億
２
，
１
９
４
万
円
の
減（
対
前
年
度 

1.4
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　
山
北
町
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４

年
目
と
な
る
平
成
24
年
度
の
主
な
事
業
は
、
水
源

環
境
・
再
生
交
付
金
事
業
（
地
域
水
源
林
整
備
、

地
下
水
保
全
対
策
推
進
事
業
）、
山
北
駅
北
側
元

気
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
事
業
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業
、
障
害
者

自
立
支
援
給
付
事
業
、
小
児
医
療
費
助
成
事
業
、

山
北
診
療
所
管
理
運
営
事
業
、
森
林
ふ
れ
あ
い
健

康
セ
ラ
ピ
ー
運
営
事
業
、
塵
芥
処
理
事
業
、
ご
み

減
量
再
資
源
化
事
業
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
、
新
東
名
対
策
事
業
、
道
整
備
交
付
金
事
業
、

学
校
施
設
整
備
事
業
（
山
北
中
学
校
体
育
館
床
改

修
）、
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
、
ふ
れ
あ

い
広
場
整
備
事
業
（
川
村
小
学
校
学
童
保
育
）、

学
校
統
合
推
進
事
業
、
学
校
間
交
流
事
業
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
運
営
事
業
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
道
路
新
設
改
良
事
業
、
町
営
住
宅
維
持

管
理
事
業
、
教
育
振
興
事
業
を
平
成
25
年
度
へ
繰

り
越
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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ー総額83億9,132万円ー
平成24年度  決算の概要

平成24年度決算額と前年度との比較 （単位：万円）

2億4,462減

3,067増

845増

91減

2,638増

1,644減

380減

5,205増

67増

2,831減

91減

6,785増

2,115減

1億9,792減

（4.5％減）

（2.2％増）

（5.7%増）

（9.4％減）

（5.7％増）

（20.7％減）

（33.4%減）

（135.8％増）

（5.8％増）

（2.8％減）

（6.6％減）

（2.2％増）

（7.5％減）

（2.2％減）

1億7,700減

3,782増

789増

87減

3,981増

1,575減

311減

5,679増

33減

4,693減

82減

7,450増

1,944減

1億2,194減

（3.4％減）

（2.8％増）

（5.3%増）

（95.6％減）

（8.9％増）

（44.2％減）

（63.1％減）

（199.2％増）

（12.0％減）

（4.7％減）

（7.4％減）

（2.5％増）

（7.3％減）

（1.4％減）

52億1,862

13億5,522

1億4,754

91

4億4,850

3,560

493

2,851

274

9億9,420

1,104

30億2,919

2億6,545

85億1,326

50億4,162

13億9,304

1億5,543

4

4億8,831

1,985

182

8,530

241

9億4,727

1,022

31億0,369

2億4,601

83億9,132

53億8,149

13億7,257

1億4,786

970

4億6,420

7,953

1,139

3,832

1,151

10億0,583

1,378

31億5,469

2億8,285

88億1,903

51億3,687

14億0,324

1億5,631

879

4億9,058

6,309

759

9,037

1,218

9億7,752

1,287

32億2,254

2億6,170

86億2,111

特
　
別
　
会
　
計

一 般 会 計

国民健康保険事業

後 期 高 齢 者 医 療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

町設置型浄化槽事業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介 護 保 険 事 業

商 品 券

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

総 額

区　　分
入ったお金（歳入） 支払われたお金（歳出）

24年度 23年度 増減額
（増減率） 24年度 23年度 増減額

（増減率）
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目的別の主な使いみち

○議会の運営
○議会だよりの発行 ○議員の報酬

１億０，８０８万円
議 会 費

○広報紙発行事業
○山北駅駅舎活用事業
○水源環境保全・再生交付金事業
　●地域水源林の整備（高松山作業道
　　整備、町有林・私有林整備）
　●地下水保全対策（足柄上地区
　　地下水モニタリング施設整備）
○庁舎等の維持管理

○地域振興推進事業
　●中川地区土地活用調査業務
　●町内循環バス運行事業
　●共和地区福祉バス運行事業
○自治基本条例制定事業
○定住総合対策事業
○山北駅北側元気づくりプラン推進事業 
○衆議院議員選挙事業

１２億０，６９２万円
総 務 費

○生きがい事業団運営事業
○町社会福祉協議会への助成
○保育園の維持管理、運営
○小児医療費助成事業
○子ども手当（児童手当）交付事業
○福祉タクシー運行事業

○災害時要援護者支援事業
○後期高齢者医療広域連合負担金
○障害者自立支援給付事業
○重度障害者医療費助成事業
○子育て支援事業   

１１億６，６０９万円
民 生 費

○健康診査、相談等事業
○森林ふれあい健康セラピー運営事業
○リサイクル品、処理困難物、ペットボトルの回収事業
○健康福祉センター管理事業
○山北診療所管理運営事業    

○紙おむつ支給事業
○不燃物、粗大ごみの収集事業
○足柄西部清掃組合への負担金

３億７，６２６万円
衛 生 費

○やまきたまち農業活性化推進事業
○中山間地域総合整備事業
　●浅間山農道整備工事
○水源の森林づくり協力協約推進事業
○中山間地域等直接支払事業

○農道、用水維持管理事業
　●タタラド用水等の改修
○足柄茶安全啓発事業

２億７，３７７万円
農林水産業費
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○町道維持補修事業
　●町内一円道路維持工事
○道整備交付金事業
　●町道の新設改良（鍛冶屋敷高杉線・嵐線）
○都市公園維持管理事業
　●ぐみの木近隣公園、岸児童公園、山北鉄道公園、丸山
　　公園、向原街区公園、河村城址歴史公園の維持管理
○町営住宅の維持管理    

○道路新設改良事業
　●町道の新設改良
　　（都夫良野橋・中里松原先線他）
○河川維持管理事業
　●川村用水・皆瀬川用水・岩流瀬用水 
　　維持管理工事
○都市公園整備事業（河村城址歴史公園）
○新東名対策事業

６億１，５６４万円
土 木 費

○足柄消防組合への負担金
○防災設備等維持管理事業
　●防災行政無線維持管理、防災行政無線屋外子局
　　蓄電池交換    

○消防団活動事業
○自主防災対策事業
○地域防災計画事業
○防災対策備品等整備事業

２億３，５０５万円
消 防 費

○消費生活相談事業
○町商工会への助成
○観光施設整備事業
○品川交流事業

○道の駅「山北」の運営助成
○町観光協会への助成
○緊急雇用創出事業

１億０，６８７万円
商 工 費

○元金　３億９，０１４万円
○利子　　　５，７４４万円

３億９，０１４万円
公 債 費

○台風に伴う災害復旧
９，４８５万円

災害復旧費

○土地開発公社への補助
２８２万円

諸 支 出 金

○教育委員会、幼稚園、小・中学校の運営
○英語補助教員設置事業
○図書室運営事業
○山北のお峯入り公開事業
○オリンピックロンドン大会応援事業
○ふれあい広場整備事業
○放課後子ども教室推進事業

○学校施設整備事業
　●山北中学校体育館床改修
○中央公民館の管理、運営
○スポーツの振興
○パークゴルフ場管理運営事業
○学校統合推進事業
○学校間交流事業 

４億６，５１３万円
教 育 費
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性質別の主な使いみち
一般会計総額５０億４，１６２万円の性質別使途

　人件費は、職員の退職などによる職員給の減や、職員
の退職手当組合負担金の減などにより、対前年度2,438
万円減の12億7,326万円となりました。

●人件費 12億7,326万円
　物件費は、雇用対策事業の減などにより、対前年度
2,078万円減の8億0,278万円となりました。 
   

●物件費 ８億０，２７８万円

　扶助費は、障害者自立支援給付事業の増などにより、
対前年度6,563万円増の4億9,049万円となりました。 

●扶助費 ４億９，０４９万円
　補助費は、足柄消防組合、足柄上衛生組合、足柄西部清
掃組合に対する負担金並びに町社会福祉協議会補助金
で、対前年度1,130万円増の６億8,561万円となりました。

●補助費 ６億８，５６１万円

　普通建設事業費は、最終年度となる中山間地域総合整
備事業の事業費や、道整備交付金事業の増などにより、
対前年度3,070万円増の7億6,578万円となりました。

●普通建設事業費 ７億６，５７８万円
　災害復旧事業は、過年度の台風被害の復旧や、今年度
の台風災害の復旧はありましたが、対前年度1億6,535
万円減の9,485万円となりました。

●災害復旧事業 ９，４８５万円

※上記のほか、公債費、繰出金、積立金などに充てられています。

一般会計総額の性質別歳出内訳

繰出金
8.0%

人件費
25.3%

物件費
15.9%

維持補修費
1.2%

扶助費
9.7%

補助費
13.6%

普通建設事業費
15.2%

災害復旧費
1.9%

公債費
7.7%

積立金 1.5%

投資・出資金 0.0%
貸付金 0.0%

性質別使途割合

投資・出資金 0
貸付金 46

人件費
109,613

物件費
69,110

維持補修費
5,167

扶助費
42,225

普通建設事業費
65,925

補助費
59,023

災害復旧費
8,165 公債費

33,587

積立金 6,277
繰出金
34,886

平成25年4月1日現在の人口（11,616人）で 
換算した町民１人当たりの金額

43万4,024円の使途

（単位：円）
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■
将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

　
町
の
借
入
金（
地
方
債
現
在
高
）は
、平
成
24

年
度
末
現
在
高
が
43
億
７
，０
１
６
万
円
と
な

り
、前
年
度
に
比
べ
１
億
７
，４
１
３
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。新
規
借
入
に
つ
い
て
は
、極
力

抑
制
し
、将
来
に
過
度
の
財
政
負
担
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、緊
急
に
着
手

せ
ざ
る
を
得
な
い
山
北
駅
北
側
元
気
づ
く
り
プ

ラ
ン
推
進
事
業
や
新
東
名
対
策
事
業
及
び
台
風

に
伴
う
災
害
復
旧
の
た
め
の
財
源
を
捻
出
す
る

た
め
、
借
入
額
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
内
訳
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
で
賄
う
べ
き

も
の
を
、
特
例
的
に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
、
所
得
税
減
税
に
よ
る
減
収

額
分
を
補
て
ん
す
る
減
税
補
て
ん
債
（
後
年
度

の
地
方
交
付
税
で
元
利
償
還
金
額
の
全
額
が
措

置
さ
れ
る
地
方
債
27
億
５
，４
５
１
万
円
）
を

除
い
た
地
方
債
額
が
、
16
億
１
，５
６
５
万
円

と
な
り
、
こ
れ
を
町
民
１
人
当
た
り
の
負
担
額

に
換
算
す
る
と
、
約
13
万
９
千
円
に
な
り
ま
す
。

■
主
な
財
政
分
析
指
標

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
経
常
収
支

比
率
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
経

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
、
経
常
的
に
歳
入

の
見
込
め
る
税
等
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
充

当
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
数
値
で
、
75
％
か

ら
80
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
24
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
よ
り

１
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
経
常
収
支
比
率
の
上
昇
は
、
町
税
な
ど
経
常

一
般
財
源
の
歳
入
が
減
少
し
た
た
め
で
、
歳
出

に
つ
い
て
さ
ら
に
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
実
施

し
て
経
常
経
費
の
節
減
を
図
り
、
望
ま
し
い
と

さ
れ
る
75
％
か
ら
80
％
に
近
づ
く
よ
う
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
実
質
収
支
比
率
は
、
３
・
３
％
と
な

り
前
年
度
と
比
べ
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
前
年
度
に
引
き
続
き
３
〜
５
％
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
範
囲
と
な
り
ま
し
た
。

区　　分 平成24年度 平成23年度 比　較
標準財政規模　　　　（千円）
実質収支比率
経常収支比率

3,319,777
3.3%
84.6%

3,337,024
5.5%
83.6%

△ 17,247
△ 2.2%
1.0%

◆主な財政分析指標（普通会計）

※普通会計 ･･･ 一般会計＋災害給付見舞事業特別会計＋町設置型浄化槽特別会計＋商品券特別会計

区　　分 平成24年度 平成23年度 比　較
地方債現在高　　　　　　（Ａ） 4,370,156 4,196,023 174,133
債務負担行為の
翌年度以降の支出予定額　（Ｂ） 2,288,611 1,271,884 1,016,727

積立金現在高　　　　　　（Ｃ） 1,205,552 1,289,176 △ 83,624
将来にわたる財政負担額
　　　　（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ） 5,453,215 4,178,731 1,274,484

◆将来にわたる財政負担 （単位：千円）

目的別歳出額を平成２５年４月１日現在の人口（１１，６１６人）で換算した金額

平成２4年度に
町民１人あたりに使われた町のお金 43万4,024円

総務費

消防費

民生費

教育費

衛生費

公債費

農林水産業費

災害復旧費

土木費

議会費･商工費・諸支出金

10万3,902円

2万0,235円

10万0,387円

4万0,042円

3万2,391円

3万3,587円

2万3,568円

8,166円

5万2,999円

1万8,747円

一 般 会 計
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　特別会計は、町が特定の事業を行う場合に特定の歳入をもって歳出にあてるもので、一般会計
と区分して処理するための会計のことを言います。

特 別 会 計

主な特別会計
【国民健康保険事業】
　平成24年度の国民健康保険加入世帯数は、１,９
４２世帯、加入者数は３,３７０人でした。このうち、
一般被保険者は２,９７７人、退職者医療制度適用者
３９３人でした。
　平成24年度の被保険者一人当たり平均医療費（入
院・通院・歯科）は、一般被保険者分２６万６,０１５円、
退職者被保険者等分２７万０,００９円を支出しまし
た。このほか、国民健康保険事業では、出産育児
一時金、葬祭費、高額療養費などを支出しました。

【下水道事業】
　下本村、村雨地区の一部の公共下水道整備工事を
行いました。
　なお、借入金の残高は、３０億９,９８５万円です。

【介護保険事業】　
　介護保険法に基づく保険給付事業で、歳入決算額
９億７,７５２万円、歳出決算額９億４,７２７万円で、
歳入歳出の差引では、３,０２５万円の剰余金が生じ
ました。
　歳出につきましては、総額の９０.９％（８億６,１１７
万円）を保険給付費が占めています。

企 業 会 計
水道事業会計

【水道事業】
　水道事業会計は、地方公営企業法に基づき、安全でお
いしい水を供給することを目的に設置されている企業会
計です。
　水道事業では、上水道１施設、簡易水道８施設を経営し、
町民１万１,３８４人に年間約１４２万トンの「安全でおいし
い水」を供給しました。水道料金による収入は、前年度対
比１.７％増の１億５,３７７万円となりました。
　平成２４年度に実施した主な事業は、浄水場急速ろ過池
改修工事、配水管布設替工事などです。

【後期高齢者医療】
　この会計は、広域連合との業務分担により、町の
主な事務は、保険料徴収と申請や相談窓口事務となっ
ています。
　歳入決算額は１億５,６３１万円で保険料と繰入金
が主なものです。歳出決算額は１億５,５４３万円で
後期高齢者医療広域連合納付金が歳出の９６.５％を
占めています。

【町設置型浄化槽事業】
　歳入決算額６,３０９万円、歳出決算額１,９８５万円
で、歳入歳出の差引では、４,３２４万円の剰余金が
生じました。
　浄化槽整備につきましては、三保ダム集水域に高
度処理型合併浄化槽を４基設置いたしました。

【商品券】　
　町内商工業の振興を目的として発行している町内
限定の商品券を扱っていて、歳入決算額は１,２８７
万円、歳出決算額は１,022万円となり、歳入歳出
の差引では、２６５万円の剰余金が生じました。



広報やまきた　平成25年10月号　No.704 8

【
自
主
財
源
】
町
税
や
使
用
料
、
手

数
料
、
財
産
収
入
な
ど
直
接
町
に

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
の
法
令
等
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お

金
で
す
。

【
町
税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
な
ど
で
、
町
の
歳

入
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
消
費
税
５
％

の
う
ち
１
％
を
都
道
府
県
と
市
町
村

で
２
分
の
１
ず
つ
分
け
、
各
市
町
村

に
そ
の
人
口
や
就
業
者
数
な
ど
に

よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】
全
国
の
市
町
村
間

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
す
べ
て
の
市

町
村
で
、
あ
る
一
定
の
水
準
以
上
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
財
源
と
し

て
、
国
か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
。

【
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
】
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
町
が

実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
で
す
。

【
繰
入
金
】
一
般
会
計
、
特
別
会
計

な
ど
の
会
計
間
に
お
い
て
繰
り
入
れ

る
お
金
で
す
。

【
繰
越
金
】
前
年
度
決
算
に
お
い
て

生
じ
た
剰
余
金
を
、
次
年
度
の
歳
入

に
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
諸
収
入
】
特
定
歳
入
の
た
め
の
科

目
で
は
な
く
、
他
の
収
入
科
目
に
含

ま
れ
な
い
収
入
（
延
滞
金
、
預
金
利

子
な
ど
）
で
す
。

【
地
方
債
・
町
債
】
地
方
公
共
団
体

が
資
金
調
達
の
た
め
に
起
こ
す
債

務
（
借
入
金
）
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
を
起
債
と
言

い
ま
す
。

【
財
産
収
入
】
地
方
公
共
団
体
が
持
っ

て
い
る
財
産
に
係
る
貸
付
、
出
資
、

交
換
ま
た
は
売
払
い
に
よ
っ
て
生
じ

た
現
金
収
入
で
す
。

【
一
般
財
源
】
使
途
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
財
源
の
こ
と
で
、
24
年
度

歳
入
決
算
額
の
う
ち
一
般
財
源
は

37
億
８
，９
８
４
万
円
で
す
。
な
お
、

使
途
が
決
め
ら
れ
て
い
る
財
源
は
特

定
財
源
と
言
い
ま
す
。

財
政
用
語
解
説

（単位：％）

備　考（１） 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は
　　　　　　将来負担比率が算定されない場合は「―」。
　　　（２）（ ）内は山北町における経営健全化基準。
　　　（３）［ ］内は平成23年度の数値です。

平成24年度決算に基づく山北町の健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―
[　―　]

（１５．００未満）

―
[　―　]

（２０．００未満）

　１１．１
[１２．１]

（２５．０未満）

　８４．３
[８１．２]

（３５０．０未満）

1

（単位：％）

備　考（１） 資金不足比率が算定されない場合は「―」。
　　　（２）（ ）内は山北町における経営健全化基準。
　　　（３）［ ］内は平成23年度の数値です。
【問合せ】　企画財政課財政班　（電話）７５－３６５２

平成24年度決算に基づく山北町の公営企業の資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 

山北町下水道事業特別会計
―

[　―　]
（２０未満）

山北町水道事業会計
―

[　―　]
（２０未満）

2

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算
出
し
た
、
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

山
北
町
の
健
全
化
判
断
比
率

　
　
及
び
資
金
不
足
比
率

平　成
24年度
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山北駅北側元気づくりプラン
定住トピックス　その21

　 本年３月より建設に着手しました山北駅北側定住促進住宅整備事業（仮称：サンライズやまきた）について
は、８月末現在では２階部分の工事を実施しており、来年３月の完成に向けて概ね順調に進んでいます。

【問合せ】定住対策室定住対策班（電話）７５－３６５０

山北駅北側商業施設について

山北駅北側定住促進住宅整備事業について

　また、山北駅北側定住促進住宅整備事業の整備に
併せて、入居者の募集に向けた準備やＰＲ活動をＰ
ＦＩ事業者と連携しながら進めています。
　入居者募集については、12月中旬に実施する予定
で、現在募集要項等の検討を進めています。募集要
項（案）の主な内容は次のとおり予定していますの
で、関心のある方は是非ご検討ください。
　
（１）募集戸数については全42戸で、応募者多数の場

合は抽選となります。
（２）入居資格の概要については、

①子育て世帯等であること
②入居者及び同居者の合計所得が、月額15万
8,000円以上48万7,000円以下であること

　　　　（但し、月額15万8,000円未満でも所得の上昇が見込ま
　　　　　まれる世帯は、対象とできる場合があります。）

③市町村税等を滞納していないこと
④暴力団員ではないこと

　などの要件をすべて満たす必要があります。
（３）家賃については、部屋タイプ別（2LDK、3LDK①、

3LDK②）の平均月額6万5,000円程度を予定し
ていますが、入居者の所得に応じて家賃減額制度
の適用がありますので、実際の入居者負担額は、
入居者の所得に応じて5万2,000円～7万8,000
円となる予定です。

　
※諸事情により一部内容を変更する場合があります
　ので、ご了承ください。

　この事業は、山北駅北側の町有地を民間事業者に
賃貸し、民間事業者により建物建設やテナント出店
調整や管理を行うデベロッパー方式による開発事業
です。
　本年７月５日に「山北駅北側商業施設」事業者募
集要項により事業者の公募を行いました。その結果
１グループの応募があり、事業者選定委員会の審査
を経て、町として１次選定事業者（デベロッパー）を
選定しました。詳しくは、町ホームページで提案概
要を公表していますので、ご覧ください。
　今後、１次選定事業者からテナント出店計画が提
出された段階で、最終的に事業者選定委員会を開催
し、その審査結果を踏まえて町として事業者を決定
する予定となっています。

 【本体工事】  【道路拡幅】

 【デベロッパー方式のスキーム】

デベロッパー
（１次選定事業者）

出店テナント  町（町有地）

事業用定期
借地契約

建物
賃貸借契約

地代支払賃料支払
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子ども議会を終えて
川邉喬盛議長……再質問があった場合の議事の進め
方が少し戸惑いましたが、議長を務めたことは貴重な
経験になったと思いました。
相田菜の花副議長……副議長として議事進行をする
のは大変で緊張したけれど、良い経験になったと思い
ました。
佐藤緋音議員……緊張したのですが、なんとか練習
どおり質問できたと思いました。再質問の時は、雰囲
気が分かったので、あまり緊張せずに質問できました。
湯川廉樹議員……議場で町長に質問することに緊張
しましたが、回答して頂いた内容については納得でき
ました。

　

８
月
23
日
、
南
足
柄
市
体
育
セ
ン
タ
ー
の

ア
リ
ー
ナ
で
、
第
35
回
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
足
柄
上
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
足
柄
上
地
区
大

会
は
、
競
技
を
通
じ
て
児
童
及
び
母
親
に
、

自
転
車
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
正
確
な
理
解

を
普
及
徹
底
し
、
交
通
事
故
防
止
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。小
学
４
・

５
年
生
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
競
技
は
１

チ
ー
ム
４
名
で
交
通
安
全
に
関
す
る
『
学
科
』

『
安
全
基
本
走
行
』『
技
能
走
行
』
の
三
つ
の

合
計
点
で
勝
敗
を
決
し
、
優
勝
・
準
優
勝
し

た
チ
ー
ム
は
翌
年
の
県
大
会
に
出
場
す
る
機

会
を
得
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
１
市
５
町
で
19

チ
ー
ム
総
勢
76
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
北
町
か
ら
は
川
村
小
学
校
５
年
生
の

「
チ
ー
ム
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
」「
ス
マ
イ
ル
ラ
ズ
ベ

リ
ー
」の
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
「
チ
ー
ム
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ー
」
が
団
体
戦
で
４
位
入
賞
、「
ス
マ

イ
ル
ラ
ズ
ベ
リ
ー
」
が
11
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
個
人
戦
と
し
て
は
、
３
位
に
荻
野
貴

徳
さ
ん
、
８
位
に
松
澤
こ
ゆ
き
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
。

　
山
北
チ
ー
ム
は
「
優
勝
」
を
目
指
し
、
旧

共
和
小
学
校
で
十
日
間
真
剣
に
練
習
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
暑
い
中
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
で
の

走
行
練
習
や
交
通
安
全
に
関
す
る
勉
強
を
す

る
際
に
は
、
お
互
い
に
教
え
合
う
な
ど
、
練

習
の
中
で
チ
ー
ム
の
結
束
力
を
強
め
て
き
ま

し
た
。

　
大
会
当
日
も
大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
い
る

中
、
緊
張
し
て
い
る
選
手
を
励
ま
す
な
ど
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
惜
し
く

も
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会
終

了
後
、
選
手
８
人
は
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
た

表
情
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

右
か
ら
、
門
松
怜
哉
さ
ん
、
奥
津
楓
人
さ
ん
、

高
杉
晃
希
さ
ん
、
荻
野
貴
徳
さ
ん
、
井
上
み
い

な
さ
ん
、
尾
崎
菜
生
さ
ん
、
松
澤
こ
ゆ
き
さ
ん
、

宮
原
奈
津
希
さ
ん

　

夏
休
み
期
間
中
の
８
月
27
日
、
役
場
４
階
の
議

場
で
、
今
年
で
９
回
目
と
な
る
「
山
北
町
子
ど
も

議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
未
来
を
担
う
山
北
の
子
ど
も

た
ち
に
、
行
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
議
会
運
営
の
あ

り
方
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
意
見
や

考
え
方
を
素
直
に
発
表
す
る
発
言
力
や
行
動
力
を

身
に
つ
け
、
生
徒
会
活
動
や
学
校
生
活
の
場
に
生

か
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
子
ど
も
議
員
は
、
山
北
中
学
校
及
び
三

保
中
学
校
２
年
生
の
13
人
。
子
ど
も
議
会
に
先
立

ち
行
わ
れ
た
打
合
せ
会
で
、
議
長
に
は
山
北
中
学

校
の
川
邉
喬
盛
さ
ん
、
副
議
長
に
は
三
保
中
学
校

の
相
田
菜
の
花
さ
ん
が
立
候
補
し
選
出
さ
れ
ま
し

た
。 子

ど
も
議
会 

開
催

第
35
回
　
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
　
足
柄
上
地
区
大
会
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町
内
の
小
学
校
か
ら
18
点
・
20
人
、
中

学
校
か
ら
62
点
・
62
人
の
色
と
り
ど
り
で

工
夫
を
凝
ら
し
た
統
計
グ
ラ
フ
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
９
月
５
日
に
町
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
４
部
門
で
18
点

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

入
選
し
た
作
品
は
、
神
奈
川
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

※

今
回
、
第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

の
作
品
の
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
川
村
小
３
年
） 津
田
拓
海
、
石
川
あ
や
の

（
清
水
小
３
年
） 池
谷
明
香

（
川
村
小
４
年
） 瀬
戸
さ
や
か
、紙
井
勝
太
郎
、

 

数
馬
由
菜
、
斎
藤
香
耶

（
清
水
小
４
年
） 池
上
詩
乃
、
松
井
し
お
り

　
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、左
の「
空

メ
ー
ル
送
信
先
」
に
宛
先
、
件
名
を
入
力

し
て
空
メ
ー
ル
（
本
文
不
要
）
を
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

　
送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
指
示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

｠
※

あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
て
も
登
録
案
内

メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
な
い
場
合
は
、
受
信
拒

否
設
定
（
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
）を
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
定
を
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。（
変
更
方
法
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
携
帯
電
話
機
な
ど
の
販
売
店
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。）

｠

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

第33回

山
北
町

　
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

配 

信
　し
て
い
ま
す

宛　先
cfm@io.dataeast.jp

件　名
t-yamakita

空メール送信先

第
２
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）「エコドライブしていますか？」

池上詩乃（清水小４年） 

（
川
村
小
５
年
） 加
藤
銀
河
、
小
林
彩
乃

（
川
村
小
６
年
） 髙
橋
美
晴

第
３
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）「世界遺産　富士は日本一の山」

加藤銀河（川村小５年）

（
山
北
中
３
年
） 森
田
紗
希
、
吉
野
国
男

第
４
部
（
中
学
生
）

「地球温暖化」
　吉野国男（山北中３年）

（
山
北
中
３
年
） 荻
野
嘉
之
、
髙
橋
優
介

（
清
水
中
３
年
） 武
尾
莉
佳
、
本
多
良
成

パ
ソ
コ
ン
の
部

「元気ですか～
マイ・ホームタウンYAMAKITA！！」
　髙橋優介（山北中３年）

入選作品

18点

町
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

部　門

第 ２ 部

第 ３ 部

第 ４ 部

パソコンの部

応募作品数

１３点

　５点

３０点

３２点

部門別の応募作品数
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子
育
ていい

ね
！

子
育
て
っ
て

お
父
さ
ん　
籔
田　
英
介
さ
ん

お
母
さ
ん 

悦
子
さ
ん

 

奈
ち々
ゃ
ん

 

悠
人
く
ん

お
じ
い
さ
ん 

正
志
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん 

和
子
さ
ん

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん　
　
身
さ
ん

な　
な

ゆ
う
と

１
歳

６
か
月

籔田さん
ご家族
＜谷ケ＞

バ
イ
の
施
錠
確
認
な
ど
を
行
っ
て
、町
民
の
方

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、年
金
支
給
日
に
は
金
融
機

関
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
町
民
の
方
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
情
報
収
集
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、足
柄
上
地
区
内
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
際
に
は
、
他
市
町
の
防
犯
指
導
員
と

連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
い
、
活
動
か

ら
得
た
情
報
は
、
毎
月
松
田
警
察
署
で
行
わ

れ
る
会
議
の
場
で
進
言
、
情
報
共
有
を
し
て
、

犯
罪
の
抑
止
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。」

　
活
動
の
際
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
、
防

犯
活
動
に
大
切
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

「
生
ま
れ
も
育
ち
も
山
北
で
す
の
で
、
町
へ

の
愛
着
が
強
く
、
私
も
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
防
犯
指
導
員
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
に
、
活
動
の
際
は

必
ず
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
状
況
を
わ
か
り
や
す

く
記
録
す
る
こ
と
と
、
常
に
異
常
に
気
付
け
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
特
に
、幼
稚
園
・

保
育
園
や
学
校
な
ど
、
子
ど
も
の
周
囲
は
目

配
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
振

り
込
め
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
被
害
を

防
ぐ
に
は
本
人
の「
防
犯
意
識
」が
重
要
で
す
。

私
は
大
丈
夫
で
は
な
く
、一
度
立
ち
止
ま
っ
て

確
認
す
る
こ
と
が
防
犯
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

　
趣
味
や
熱
中
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

「
歴
史
や
文
化
財
に
興
味
が
あ
り
、
お
城
巡

り
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
、
河
村
城
址
保

存
会
の
役
員
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
若
い
頃
か
ら
登
山
が
趣
味
で

し
た
が
、
最
近
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
近
々
日
本
ア
ル
プ
ス
の

穂
高
岳
に
登
っ
て
写
真
を
撮
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」

　
我
が
家
は
曾
祖
母
、
祖
父
母
、
主
人
、
私
、

長
女
奈
々
（
１
歳
９
ヶ
月
）、
長
男
悠
人
（
６

ヶ
月
）
の
７
人
家
族
で
す
。
加
え
て
日
中
は
お

ば
さ
ん
も
家
業
の
仕
事
を
手
伝
い
に
来
て
い
る

の
で
、
奈
々
と
悠
人
の
周
り
に
は
い
つ
で
も
大

人
が
大
勢
い
ま
す
。
核
家
族
で
育
っ
た
私
に

は
、
と
て
も
幸
せ
な
事
に
思
え
ま
す
。

　
こ
の
様
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
が
、
子
育

て
と
い
う
の
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

類
の
大
変
さ
で
、
さ
ら
に
テ
ン
ポ
良
く

第
二
子
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
ア
ッ
プ
ア

ッ
プ
、
余
裕
の
無
い
毎
日
で
す
。

　

そ
こ
で
、
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
フ
ル
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
活
発
な
奈
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
散
さ
せ
た
い
、
し
か
し
ま
だ
０
歳

児
の
悠
人
を
真
夏
の
日
差
し
に
長
時
間

さ
ら
せ
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
解

消
し
て
く
れ
る
の
が
こ
の
施
設
で
す
。

保
育
士
の
先
生
方
の
さ
り
げ
な
い
サ
ポ

ー
ト
の
も
と
、
町
内
外
の
同
じ
様
な
年

齢
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
様
方
と
お
し

ゃ
べ
り
し
て
気
分
転
換
、
奈
々
は
大
勢

の
子
ど
も
の
中
で
も
ま
れ
て
社
会
勉
強
、

悠
人
は
先
生
に
抱
っ
こ
し
て
も
ら
い
に

こ
に
こ
、
と
い
い
事
尽
く
め
で
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
大
き
く
な
っ
た
ら
、

一
緒
に
野
菜
を
作
っ
た
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

し
た
り
、
山
北
な
ら
で
は
の
生
活
を
楽
し
み

た
い
で
す
。
二
人
に
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
過
ご
す
子
ど
も
時
代
を
糧
と
し
て
、

た
く
ま
し
く
育
ち
、
生
き
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
悦
子
さ
ん
）

町
の
人

　

鈴
木
良
範
さ
ん
は
、
足
柄
上
地
区
防
犯
指

導
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
て
、
同
連
絡
協

議
会
の
会
計
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

町
内
で
は
鈴
木
さ
ん
を
含
め
２
名
の
防
犯
指

導
員
の
方
が
、
皆
さ
ん
が
安
全
安
心
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
６
日
に
は
、
鈴
木
さ
ん
の
長
年
の
活
動
が

評
価
さ
れ
、
公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
防
犯

協
会
連
合
会
長（
神
奈
川
県
知
事
）か
ら
防
犯

功
労
者
と
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、鈴
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
防
犯
指
導
員
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

「
防
犯
指
導
員
連
絡
協
議
会
は
、
足
柄
上
地

区
の
各
市
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
足
柄
上

地
区
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
及
び
松
田
警
察

署
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
15
名
の
防
犯
指
導
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
事
業
計
画
を

基
に
、定
期
的
に
は
毎
月
10
日
の「
防
犯
の
日
」

の
近
日
に
、
管
轄
す
る
各
自
治
体
内
を
広
報

車
で
啓
発
放
送
を
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

道
路
上
の
危
険
箇
所
や
生
活
上
死
角
と
な
り

や
す
い
危
険
箇
所
の
確
認
、自
転
車
や
オ
ー
ト

鈴
木　
良
範
さ
ん　

（
足
柄
上
地
区
防
犯
指
導
員
連
絡
協
議
会
会
計
）
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町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

町
民
の
立
場
や
目
線
で
、
身
近
な
情
報
や

気
に
な
る
こ
と
、
地
域
の
行
事
な
ど
、
町
の

様
々
な
情
報
を
発
信
し
、
町
の
広
報
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

　

発
信
さ
れ
た
情
報
は

　

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
町
に
寄
せ
ら
れ
た

情
報
は
、
広
報
紙
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
広
報
や
ま
き
た

で
は
、
11
月
号
か
ら
町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
の

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
て
、
情
報
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

【
町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
】

｠

武
井
智
子
さ
ん

　
読
ん
で
く
だ
さ
る
山
北
町
の
皆
様
が
笑
顔

に
な
る
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。　

中
村
義
治
さ
ん

　
ま
ち
の
姿
や
出
来
事
、
清
流
や
緑
を
求
め

て
山
北
町
を
訪
れ
る
人
々
の
思
い
な
ど
を
聴

け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
山
北
を
町
内
外

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
森
浩
史
さ
ん

　
レ
ポ
ー
ト
す
る
に
当
た
り
、
ど
ん
な
山
北

が
発
見
で
き
る
か
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺
恵
美
子
さ
ん

　
町
内
の
陰
で
活
動
し
て
い
る
明
る
く
模
範

的
な
情
報
を
、
広
く
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
井
悦
子
さ
ん

　
横
浜
よ
り
転
居
し
て
２
年
足
ら
ず
の
新
参

者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
ら
く
写
真
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
経
験
を
生
か
し
、
皆
様
に
「
何

か
」
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
リ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤
直
美
さ
ん

　
地
域
の
自
然
・
生
活
・
文
化
な
ど
、
色
々

な
場
面
を
皆
様
に
お
見
せ
し
た
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
私
も
学
び
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
（
電
話
）
７
５

－

３
６
５
２

山
北
町
町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

後列左から、武井智子さん、佐藤直美さん、渡辺恵美子さん
前列左から、中村義治さん、大森浩史さん、白井悦子さん

　

９
月
１
日（
日
）、
町
内
全
域
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
町
は
三
保
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
体
育
館
を
使
用
し
、
三
保
連
合
自
治
会
と
合

同
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
三
保
地
区
か
ら
は

１
１
９
名
の
方
が
訓
練
に
参
加
し
、
体
育
館
の

中
で
ト
リ
ア
ー
ジ
（※

）
や
避
難
所
用
間
仕
切

り
の
説
明
後
、
煙
体
験
訓
練
や
発
電
機
に
よ
る

照
明
確
保
訓
練
、
仮
設
ト
イ
レ
の
体
験
や
災
害

用
浄
水
機
に
よ
る
試
飲
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
訓
練
の
最
後
に
は
町
で
備
蓄
し
て

い
る
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ー
ズ
を
試
食
し
ま
し
た
。

　
暑
い
中
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

※

災
害
時
な
ど
に
医
師
や
救
急
隊
員
が
負
傷

　
　
者
等
を
処
置
す
る
優
先
度
を
決
定
し
て
選

　
　
別
す
る
行
為

町
・
三
保
地
区
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

保健師によるトリアージの説明簡易搬送訓練

煙体験訓練

避難所用間仕切りの体験



子どもが
言うことを
聞く

コミュニケーションの
質・量の増加

肯定的な
しつけ

親子関係が
よくなる

子どもの
問題行動減少

親のイライラ
減少
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第19号　
８
月
１
日
（
木
）
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
そ
だ
れ
ん
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
12
組
、
顔
見
知
り
の
保
護
者

が
多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
講
座
が
進
み

ま
し
た
。

　
そ
だ
れ
ん
と
は
？

　
茅
ヶ
崎
市
が
始
め
た
講
座
で
、
こ
そ
だ

て
練
習
講
座
＝
通
称
「
そ
だ
れ
ん
」
と
言

い
ま
す
。
そ
だ
れ
ん
で
は
、
子
ど
も
へ
の

伝
わ
り
や
す
い
言
い
方
、
ほ
め
方
、
し
か

り
方
な
ど
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
練

習
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
イ
ラ
イ
ラ
や
、
つ
い
怒
鳴
っ

て
し
ま
う
と
い
う
保
護
者
の
悩
み
を
減
ら

す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

　
そ
だ
れ
ん
の
内
容

　
子
ど
も
の
問
題
行
動
↓
保
護
者
の
イ
ラ

イ
ラ
増
加
↓
親
子
関
係
の
悪
化
と
い
う

バ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
か
ら
、
子
ど
も
と
の
、

よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
へ
変
え
て
い
く
た
め

の
様
々
な
手
法
を
学
び
ま
す
。

　
【
し
か
り
方
の
例
】

　
小
さ
い
子
ど
も
が
友
だ
ち
の
お
も
ち
ゃ

を
と
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
怒

鳴
っ
た
り
、叩
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
に
と
っ
て
怒
ら
れ
る
こ
と
は

『
恐
怖
』
の
感
情
が
強
く
な
り
、
怒
ら
れ

て
い
る
理
由
は
頭
に
入
ら
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
場
で
の
行
動
は
止
め
ら
れ
ま
す

が
、
ま
た
同
じ
行
動
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
「
や
り
直
し
を
さ

せ
る
」
こ
と
が
１
つ
の
手
法
で
す
。「
貸

し
て
っ
て
言
お
う
ね
」
な
ど
、
望
ま
し
い

行
動
を
も
う
一
度
子
ど
も
に
と
ら
せ
、
や

り
直
し
を
し
て
、
で
き
た
ら
「
誉
め
て
」

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
誉
め
て
も
ら
え
る
こ
と

は
何
よ
り
の
ご
褒
美
な
の
で
、
子
ど
も
は

よ
い
行
動
を
と
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
き
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
例
を
保

護
者
に
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
練
習
し

て
い
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
感
想
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
子
ど
も
の
気
持
ち
を

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
発
見
が

で
き
ま
し
た

・
子
ど
も
の
気
持
ち
に
共
感
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
き
た
い
で
す

　
そ
の
他
、
多
く
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

　
町
で
は
、
同
様
の
子
育
て
支
援
教
室
を

今
後
も
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
子
育

て
で
お
悩
み
の
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
（
電
話
）
75　
│
０
８
２
２

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

10
月
26
日（
土
）風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

怒
鳴
ら
な
い
子
育
て
練
習
講
座

「
そ
だ
れ
ん
」
を
開
催
し
ま
し
た
♪

グッド
サイクル
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742№中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

★日　時 １０月１８日（金）
　１回目　　９：３０～
　２回目　１１：００～

★内　容
　人形劇
　「けんちゃんとスノー」
　ペープサート
　「おんちょろちょろ」

★場　所　多目的ホール

～人形劇サークル汽車ポッポは結成23年
目の町内在住の６人組です。今年も皆さ
んに楽しいおはなしをお届けします。～

入場自由・無料

（どなたでもごらんください）

汽車ポッポ汽車ポッポ

人形劇公演人形劇公演人形劇公演
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＊10月3日（木）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
＊10月3日（木）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

布の絵本作り教室
日　時　１１月８日（金）・１１月２２日（金）９：３０～１２：００
　　　　※２回シリーズです。両日参加できる方に限ります。
内　容　フェルトなどを使って「てぶくろ」の絵本を作ります。
対　象　一般（定員１５名）
講　師　湯山　めぐみ さん
参加費　１，０００円
持ち物　裁縫セット・筆記用具

西さがみ原水爆禁止協議会「原爆写真展」
【８月１日（木）～８月３日（土）】

山北町写真同好会写真展
【８月６日（火）～８月１８日（日）】

　中央公民館で普段から活動している子ども達による演劇やダンスのサーク
ル「ワンダーランド」の秋の公演を開催します。皆さんぜひお越しください。
日　　時　１０月２７日（日）１４：００開演
内　　容　●音楽劇『孫悟空』　●ダンスレビュー　●オカリナ演奏
場　　所　１階　多目的ホール
お問合せ　中央公民館　TEL.（７５）３１３１

ワンダーランド 秋の公演
お知らせ

●前回の作品

●昨年の公演

　中央公民館登録団体のフラワーサークル「カ
エデ」のサークル体験教室を開催しました。
　体験教室では枯れないお花『プリザーブドフ
ラワー』を使い、海をイメージした涼しげなフ
ラワーアレンジメントを楽しく行いました。

前回のイベントから
フラワーサークル「カエデ」サークル体験教室【８月２８日（水）】フラワーサークル「カエデ」サークル体験教室【８月２８日（水）】

つるし雛作り教室
日　時　１０月１７日（木）・１１月２１日（木）・１２月５日（木）・１月１６日（木）・２月１３日（木）・３月６日（木）
　　　　１３：３０～１５：３０ ※６回シリーズです。
内　容　ひな祭りにむけて「つるし雛」を作ります。
対　象　一般（定員１０名）
講　師　山北婦人会員
参加費　初回１，０００円（２回目以降は実費）
持ち物　裁縫セット・はさみ・ものさし

びな

開催しました

ロビー展示

入場自由・無料
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＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水

3
10
17
24

木

4
11
18
25

金 土
11月

5
12
19
26

6
13
20
27

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24
31

木
4
11
18
25

金 土
10月

5
12
19
26

6
13
20
27

視聴覚ホール
多目的ホール
視聴覚ホール
１階ロビ ー
図 書 室
多目的ホール
多目的ホール
視聴覚ホール
美術工芸室

多目的ホール

視聴覚ホール
１階ロビ ー
多目的ホール
視聴覚ホール
図 書 室
視聴覚ホール
多目的ホール
視聴覚ホール
多目的ホール

多目的ホール他
図 書 室
多目的ホール他
多目的ホール他

申込者
申込者
申込者
自 由
自 由
申込者
申込者
申込者
申込者

自 由

申込者
自 由
申込者
申込者
自 由
申込者
申込者
申込者
自 由

自 由
自 由
自 由
自 由

場　　所 対象10月 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

やまぶき学級 開講式
ワンダーランド
ジュニアコーラス
第2回湖底に沈んだ三保のふるさと（～17日）
おはなし会
やまぶき学級
ワンダーランド
ジュニアコーラス
つるし雛作り教室①

汽車ポッポ 人形劇公演

やまぶき学級
本のリサイクル展（～27日）
ワンダーランド
ジュニアコーラス
おはなし会
やまぶき学級
ワンダーランド
ジュニアコーラス
ワンダーランド 秋の公演

町民文化祭・展示発表会
おはなし会
町民文化祭・展示発表会
町民文化祭・展示発表会

社会福祉協議会 TEL.（75）1294
中央公民館
中央公民館
野地　悌子
中央公民館
社会福祉協議会 TEL.（75）1294
中央公民館
中央公民館
中央公民館

中央公民館

社会福祉協議会 TEL.（75）1294
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
社会福祉協議会 TEL.（75）1294
中央公民館
中央公民館
中央公民館

生涯学習課 TEL.（75）3649
中央公民館
生涯学習課 TEL.（75）3649
生涯学習課 TEL.（75）3649

開始時刻

１３：３０
９：００
１０：００
１３：００
１４：３０
１３：３０
９：００
１０：００
１３：３０
９：３０
１１：００
１３：３０
９：００
９：００
１０：００
１４：３０
１３：３０
９：００
１０：００
１４：００

９：００
１４：３０
９：００
９：００

場　　所 開始時刻 対象11月（前半） 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

金

土

金

土

木

金

土

金

土

日

土

日
月

4

5

11

12

17

18

19

25

26

27

2

3
4

※町民文化祭は９：００から１７：００までとなります。ただし、４日は１５：００までです。
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

　図書室では、不要になった本や町民の皆様
から提供していただいた本を有効活用するた
め、リサイクル展を実施します。　
期　間　１０月１９日（土）～２７日（日）
時　間　９：００～１７：００
場　所　１階ロビー

～ご自由にお持ち帰りください。～

本のリサイクル展本のリサイクル展

標語『本と旅する　本を旅する』
　旅に持っていきたい本、
旅に出たくなる本など、旅
に関する本を展示しています。

★11月１日（金）～４日（月）の間、図書室は
　17：00までの利用となります。
★11月１日（金）～４日（月）及び10日（日）、
　学習室は終日利用できません。
　（町民文化祭開催のため）
　ご理解・ご協力をお願いいたします。

お知らせお知らせ

●日　程・内　容
①　１０月　５日（土）
　絵本「うがいライオン」ほか
　（おはなしボランティア「ゆめ」）
②　１０月１９日（土）
　絵本「ボビーとそらいろのヨット」ほか
   （おはなしボランティア「クローバー」）
③　１１月　２日（土）
　絵本「おちゃのじかんにきたトラ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
政と源
〈完本〉初ものがたり
兼農サラリーマンの力
大地のゲーム
無垢の領域

三 浦 し を ん
宮　部　みゆき
古 屋 富 雄
綿 矢 り さ
桜 木 柴 乃

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

いやっ！
原子力のサバイバル　１
宇宙探査大図鑑
タイヨオ
きょうのシロクマ

ティム・ワーンズ
ゴ ム ド リ co.
的 川 泰 宣
梅 田 俊 作
あ べ 弘 士

１０月２７日～１１月９日は
読書週間です！
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観光振興に関する事業のため
（ふるさと応援寄附金）
　　　東京都世田谷区　匿名希望
　　　　　　　　　　　10,000円　

１０／　６　やまきた健康スポーツ大会

　　　２７　統一美化クリーンキャンペーン

１０／　６　やまきた健康スポーツ大会

　　　２７　統一美化クリーンキャンペーン

山北
三保　

32.8℃
26.6℃

（34.7℃）
（29.6℃）

8月の平均気温

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

町の人口と世帯 （9月1日 現在）
（　）内は前月比

5,620人　
5,909人　
11,529人　
4,247世帯

（－　7人）
（－13人）
（－20人）
（－6世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成24年の数値

8月の降雨量
山北
三保　

96mm（
67mm（

49mm）
30mm）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

※今回の掲載分は、平成２５年８月１６日から平成２５年９月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢
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8月1日から8月31日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 58件 救助 ２件
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城　山　　磯　崎　孝　造（男）８８歳　本　人
宮　地　　齊　藤　美津江（女）９５歳　　〃　
越　地　　稲　葉　隆　則（男）８４歳　　〃
南　原　　川　端　幹　夫（男）６９歳　　〃　
湯　坂　　武　井　　實　（男）８３歳　　〃　
原耕地　　石　田　松　枝（女）８７歳　　〃　
上本村　　荻　野　國　雄（男）８６歳　　〃　
大蔵野　　池　田　久　子（女）６６歳　　〃　
　畑　　　　　地　良　一（男）８７歳　　〃　
　台　　　　　川　敏　子（女）８５歳　和　男
万　随　　松　永　スミ子（女）８０歳
原耕地　　杉　本　清　美（女）４２歳　秀　樹
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こ な つ

上清水　　　村　愛　梨（女）敏　雄・英梨奈
万　随　加　藤　希　星（女）優　作・亜友美
根　下　河　村　大　佳（男）俊　和・由利佳
越　地　鈴　木　朝　陽（男）健　吾・純　子
湯　坂　今　井　　奨　（男）　敦　・のぞ美
　〃　　深　野　恋　那（女）喜　章・みどり
上本村　山　田　哲　平（男）将　平・久　美
　畑　　湯　川　心　夏（女）太　生・慶　子
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　今月号の表紙は、９月７日に行われた三保地区（三
保幼稚園、三保小・中学校）の合同運動会と、９月14
日に行われた清水地区（清水小・中学校）の合同運動
会の様子です。 
　町内の中学校の統合により、今年度末で清水、三保
の両中学校は閉校となるため、それぞれ最後の合同運
動会となりました。
　合同運動会に参加した子どもたちの人数は、三保地
区が幼稚園児・児童・生徒合わせて41人、清水地区も
児童・生徒合わせて41人と、偶然にも同数となりました。
この「41」は、スローガン「燃えろ！輝け！三保っ子魂
YSC41」（三保地区）、「未来に残せ！41の熱い魂」（清
水地区）に掲げられ、子どもたちは心を一つにして、一
生懸命走り、全力で競技に取り組み、運動会は両地区
とも大成功となりました。 
　また、両地区の運動会は、子どもたちや教職員だけ
でなく、保護者や地元消防団、青年会、婦人会、老人会
など多くの地域住民の方が参加して、子どもたちと一
緒に汗をかき、競技を楽しむという特色があります。
学校と地域のつながりの深さがよく表されていて、合
同運動会は「学校の運動会」いう枠を超えて、「地域み
んなの運動会」とも言えるのではないでしょうか。 
　今年で最後となった合同運動会。みんなが力を合わ
せて楽しんだ大切な時間は、参加した子どもたち、教
職員、地域住民の方など多くの方の心に、生涯忘れる
ことのできない良い思い出として刻まれました。

今月の表紙 「燃えた!!それぞれの『４１』」

山北町立統合中学校の
制服等が決まりました
山北町立統合中学校の
制服等が決まりました

シニアの部で優勝された
木場厚生さん

ジャージ
（デザインはイメージです）

制　　服

第56回山北町親睦ゴルフ大会の結果
　９月３日、リバーサカワ・ゴルフクラブで第56回山北
町親睦ゴルフ大会が開催されました。
　成績は、一般の部で加藤英司さんがスコア78、シニア
の部（レディース含）では
山口崇さんがスコア85で
それぞれベスグロを獲得さ
れました。
　なお、今大会の成績は右
表のとおりです。（敬称略）

　山北町立統合中学校検討委員会では、通学方法や
制服・校則、ＰＴＡ組織などの５つの委員会で検討
が進められています。その中の、制服・校則検討委
員会でブレザー型の新しい制服
やジャージなどが決定しまし
たので、お知らせします。

祝 2020年東京オリンピック・パラリンピック開催決定！
山北町は東京オリンピック・パラリンピックの成功を全力で応援します！

木 場 厚 生

小 宮 正 子

武 井 主 計

岩 下 　 力

加 藤 英 司

小 澤 陽 吉

野 地 文 男

湯 川 文 夫

増 田 英 機

山 口 　 崇

加 藤 英 司

優　勝
（町 長 杯）
順優勝

（議 長 杯）
３　位

（教育長杯）
優　勝

（町 長 杯）
順優勝

（議 長 杯）
３　位

（教育長杯）

シニアの部
（レディース含む）

一 般 の 部
※ベスグロ＝最高スコア
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